
平成２８・２９年度 国立教育政策研究所 
「教育課程研究指定校事業（地理歴史）」研究協議会 

地理歴史科の 

科目相互の連携を図った 

授業実践の研究 

◇日時◇ 平成２９年２月９日（木） 
◇会場◇ ビジョンセンター東京 

北海道伊達緑丘高等学校 



◇開校 昭和５８年（３４年目） 

 

◇全日制普通科 ４間口 
  平成２８年度 １学年１３７名 

           ２学年１６１名 
            ３学年１４６名 
     （全校生徒合計 ４４４名） 
 
 
 

学校概要（北海道伊達緑丘高等学校） 

◇平成２８年度入学者選抜 
 学力検査の結果 （３００点満点） 
 

  最高点 ２８０ 点台  
  最低点 １２０ 点台 
 

◇進路状況 （過去３カ年） 

 

進学…85.2％ 
就職…14.8％ 

国公立大…13名 

私 立 大…76名 

看護専門…25名 

専門学校…57名 

公 務 員… 6名 

民間就職…11名 
 

（※一部重複･浪人含む） 



北海道学力等実態調査（H27年度） 

◇入学前との意識の変化 

高校入学前に比べ学習
意欲が高まった 

高校入学前に比べ授業以
外の学習時間が増えた 

本校 

全道 66.7%                57.0% 

46.5%（↓）      36.8%（↓） 

◇平日の家庭学習時間 

本校 

全道 

ほとんどし 
ていない 

１時間未満 
１時間以上 
２時間未満 ２時間以上 

28.4%  40.8%  20.9%   9.8% 

49.0%  37.4%   9.7%    3.8% 



北海道学力等実態調査（H27年度） 

◇地理歴史・公民の授業の内容はよく分かる 

本校 

全道 

23.1%  33.3%  28.0%   15.6% 

◇地理歴史・公民の勉強が好きだ 

本校 

全道 

どちらかといえ
ばそう思う そう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない そう思わない 

どちらかといえ
ばそう思う そう思う 

どちらかといえ
ばそう思わない そう思わない 

25.2%  37.4%  18.1%   18.7% 

21.0%  44.6%  25.7%    8.8% 

18.7%  46.5%  26.5%    7.1% 



Ａ充実志向  Ｂ訓練志向  Ｃ実用志向 

Ｄ関係志向  Ｅ自尊志向  Ｆ報酬志向 

学習の楽しさを 
味わうため 

知力を鍛える 
ため 

仕事や生活に活
かすため 

他者との関係の 
ため 

プライドや競争 
心のため 

外からの報酬を
得るため 

大 ←
 

内
容
の
重
視 →

 

小 

学習動機の二因性モデル 

小 ← 学習の功利性 → 大 

（市川伸一，2001年） 

課題の明確化（学習動機） 



課題の明確化（学習動機） 

①「新しいことを知りたいと思う」 
②「いろいろな知識をもった人間になりたいと思う」 
③「何かができるようになることは楽しいと思う」 
④「わからないことがわかるようになると勉強はおもしろい 
 と思う」 
⑤「勉強しないと充実感が得られないと思う」 
⑥「わからないことをそのままにしておきたくないと思う」 

Ａ 充実志向 （学習の楽しさを味わうため） 

とてもそう思う             … ５点 
ややそう思う          … ４点 
どちらともいえない    … ３点 
あまりそう思わない   … ２点 
まったくそう思わない  … １点 

＝ 質 問 内 容 ＝ 

６つの質問 ＝ ６点 ～ ３０点 



課題の明確化（学習動機） 

Ａ充実志向 

 ２２点 

Ｆ報酬志向 

 ２１点 

Ｂ訓練志向 

 ２１点 
Ｃ実用志向 

 ２０点 

Ｄ関係志向 

 ２０点 
Ｅ自尊志向 

 ２１点 



課題の明確化（学習動機） 

Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき 
 

Ｂ 難しい問題が解けるようになったとき 
 

Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用したり、何か   
 の役に立ったとき 
 

Ｄ 良い先生や友だちといっしょに学んだとき 
 

Ｅ 親や先生にほめてもらったり、友だちからすご   
 いねなどと言われたとき  
 

Ｆ テストや模擬試験で良い点数を取ったとき  

問 あなたは“どんなとき”に 「学習の充実感や満足感」 を得ること 
  ができますか。次の項目について満足度の高い順から並べてく   
  ださい。 



課題の明確化（学習動機） 

第１位 Ｆ テストや模擬試験で良い点数を取ったとき 

第２位 Ｂ 難しい問題が解けるようになったとき  

第３位 Ｅ 親や先生にほめてもらったり、友だちから  

      すごいねなどと言われたとき  
 

第４位 Ｃ 学習で得られた知識や技能を活用したり、    

      何かの役に立ったとき 

第６位 Ｄ 良い先生や友だちといっしょに学んだとき  

第５位 Ａ 新しい知識や技能を身に付けたとき  



生徒の学習動機と学習方法 

学習方法 … 学習の仕方の特性 

「Ａ充実志向」「Ｂ訓練志向」「Ｃ実用志向」など 
の内容関与的動機が高い人ほど…  

● 失敗を恐れずに成長・改善しようとする 
● 答えよりも考え方のほうを大切にしている 
● 学習の仕方を工夫しようとしている 
● 丸暗記ではない意味の理解を大切にしている 

課題の明確化（学習方法） 



課題の明確化（学習方法） 

● 失敗を恐れずに成長・改善しようとする 

         → Ａ 失敗に対する柔軟性 
 

● 答えよりも考え方のほうを大切にしている 

         → Ｂ 思考過程の重視 
 

● 学習の仕方を工夫しようとしている 

         → Ｃ 方略志向 
 

● 丸暗記ではなく意味の理解を大切にしている 

         → Ｄ 意味理解志向 



課題の明確化（学習方法） 

Ａ失敗に対する柔軟性 

 ２１点 

Ｃ方略志向 

 １９点 

Ｂ思考過程 
の重視 

 １９点 

Ｄ意味理解 
志向 

 １６点 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇は全員必修とすべきか」 

肯定的 
３８％ 

否定的 
６２％ 

肯定的 
６０％ 

否定的 
４０％ 

否定的 
４５％ 

肯定的 
５５％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは好きか」 

肯定的 
４０％ 

否定的 
６０％ 

肯定的 
５８％ 

否定的 
４２％ 

否定的 
５７％ 

肯定的 
４３％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは将来に役立つか」 

肯定的 
２２％ 

否定的 
７８％ 

肯定的 
４３％ 

否定的 
５７％ 

否定的 
３７％ 

肯定的 
６３％ 



否定的 
６０％ 

「世界史」 

 
「日本史」 

 
「地 理」 

地理歴史科における課題の明確化 

質問「〇〇を学ぶことは大切か」 

肯定的 
６４％ 

否定的 
３６％ 

肯定的 
７０％ 

否定的 
３０％ 

否定的 
２６％ 

肯定的 
７４％ 



「世界史」は全員 
必修とすべきか 

地理歴史科における課題の明確化 

「世界史」に対する生徒の意識 

肯定的 
３６％ 

否定的 
６４％ 

肯定的 
４０％ 

否定的 
６０％ 

否定的 
７８％ 

肯定的 
２２％ 

肯定的 
６４％ 

否定的 
３６％ 

「世界史」を学ぶ 
ことは好きか 

「世界史」を学ぶ 
ことは役立つか 

「世界史」を学ぶ 
ことは大切か 



①「テストで高得点を取る（良い評価や成績を得  
 る）」や「受験のため」といった目先の外発的 
 動機に基づく学習志向が強く、課題意識を高め 
 て追究したり、新しい知識を得て活用したりし 
 ようとする意欲に乏しい。 

②生徒の学習が「用語を覚えること」でとどまっ  
 ており、社会的事象の意味や意義、概念等を十 
 分に捉えているとは言い難い。 

③知識を活用したり、諸資料からの情報を読解し 
 たりする力、思考力・判断力・表現力等が十分  
 ではない。 

地理歴史科における課題の明確化 



④特に「世界史」に対する苦手意識が強く、学習 
 意欲や学習事項の定着度が「日本史」や「地理」 
 に比べて低い。 

⑤これまでの「地理歴史科」の授業では、科目相  
 互の連携（関連を学ぶ）が不十分であり、例え 
 ば「世界史」において自然環境とのかかわりや 
 日本史との関連から考察したりするなどの場面 
 が少ない。 

⑥主体的に学習する意欲や態度を高めさせる（家 
 庭での学習習慣、主体的・協働的な学習や言語 
 活動の充実を図るなどの授業改善）必要がある。 

地理歴史科における課題の明確化 



「本校の研究主題・研究内容」 

地理歴史科における科目相互の
連携を図った授業実践の研究 

 地理歴史科（世界史・日本史・地理）におけ
る科目相互の連携を図り、社会的事象の意味や
意義、概念等を他科目と関連付けて総合的に捉
えさせることで、地理歴史についての学習意欲
や学力をより向上させることができるのではな
いか。 

《研究仮説》 



課題解決に向けて～科目相互の連携～ 

①各科目（世界史・日本史・地理）での軸とな
る学習内容に他科目の要素（エッセンス）を加
え、多面的・多角的に考察を深める。関係や
結びつき（接点）に触れ、時代を経るとともに 
世界が一体化していく過程をつかむ。《内容》 

例）東アジアの冊封体制、イラン文化と正倉院 
  宝物、マルコ＝ポーロ、イエズス会による 
  カトリック布教…… 

科目相互の連携（地理歴史）の視点〈例〉 

（先行研究などを参考） 



課題解決に向けて～科目相互の連携～ 

②各科目で学習したこと（知識や見方）を活用 
して考察したり、教え合ったりする。《方法》 

例）「なぜ東南アジアでは国家間の経済格差が  
 広がっているのか」について、地理的条件と 
 歴史的背景の両面から考察する。その際、グ 
 ループワークとして「地理」を履修した生徒 
 に地理的条件を調べさせ、同様に「世界史」 
 を履修した生徒に歴史的背景を調べさせ、相 
 互に教え合う（ジグソー法・ロールプレイ等） 

（先行研究などを参考） 

科目相互の連携（地理歴史）の視点〈例〉 



課題解決に向けて～科目相互の連携～ 

③社会的事象の意味や意義、特色や相互の
関連から、現代的な諸課題の解決（よりよい
社会の実現に向けた世界や日本の在り方） 
について構想する。《目標・意義》 

例）資本主義は持続可能な経済といえるだろう  
 か。その解決にはどうしたらよいか。 

（先行研究などを参考） 

科目相互の連携（地理歴史）の視点〈例〉 



課題解決に向けて～科目相互の連携～ 

(1) 他科目との関連を踏まえた授業実践 
 
 
 

(2) 地域の教育資源を活用した体験的学習 
 
 
 

(3) 生徒の変容についての検証（アンケート等） 

(4) 公開授業・研究協議会等の実施 
(5) 研究成果の公開・普及 

【今年度（１年目）の主な研究取組】 

●「世界史Ａ」を中心とした「日本史Ａ」との連携 

● 北黄金貝塚を活用した「縄文体験学習」 



日々の授業実践 

●「世界史Ａ」と「日本史Ａ」の連携 
                 〈単元構成〉 



日々の授業実践（歴史の比較） 

例 ワークシートに
おける年表（世界史
と日本史との対比） 

・用語の穴埋め 
・比較して気が付   
 いたことを記入  
 させる 
 



日々の授業実践（諸資料からの考察） 

例 世界史・日本史の史料から
資本主義のメリット・デメリット 
（問題点）について考察させる。 

Ａ 『共産党宣言』 
Ｂ 『社会民主党結党宣言』 
Ｃ 『日本之下層社会』 
Ｄ 日本の「工場法」 
 

・情報の読み取り、把握 
・ＡＢの主張に賛成か反対か 



日々の授業実践（歴史の評価） 

例 「自由民権運動」は成功
といえるか、失敗といえるか、
歴史評価させる。 

・学習事項をもとに歴史的
事業の意味や意義につい
て捉えさせる 



日々の授業実践（現代的な諸課題の形成） 

・現代的な諸課題の形
成にかかわる歴史的事
象について考察する 

例 「海禁（鎖国）政策」と
「自由貿易」のどちらがよ 
いか討論させる。  



日々の授業実践（課題の解決・構想） 

・解決に向けて構想し
たり、合意形成したり
する 

例 「単元のまとめ」とし 

て現代的な諸課題の解
決に向け、自己の意見
を述べさせる  



日々の授業実践（生徒の回答など） 



地域の教育資源を活用した体験的学習 

１年「縄文体験学習」 
 （北黄金貝塚公園） 

〈活動内容〉 
・学芸員（専門家）による   
  事前講義 
・貝塚内散策（学芸員に 
  よるガイド） 
・植樹活動（縄文の森再 
  生プロジェクト） 
・火おこし体験 
・縄文食文化体験（縄文 
  ハンバーグづくり） 



地域の教育資源を活用した体験的学習 

〈世界史・日本史との関連〉 

・世界史の中の縄文文化 
・縄文人のものの見方や考え方（現代との相違） 
 

〈日本史（世界史）・地理との関連〉 

・地形や気候などの環境変化 



生徒の変容（全体） 

地理歴史の授業について意欲的に取り組んでいるか 



生徒の変容（全体） 

年度当初（４月）に比べ地理歴史の学習時間は増えたか 



Ａ充実志向 

 

Ｆ報酬志向 
  

Ｂ訓練志向 
  

Ｃ実用志向 
  

Ｄ関係志向 
  

Ｅ自尊志向 
  

 ２２点 ⇒ ２３点 

 ２１点 ⇒ ２３点  ２０点 ⇒ ２１点 

 ２０点 ⇒ ２２点 

 ２１点 ⇒ ２２点 

 ２１点 ⇒ ２２点 

生徒の変容（全体） 



Ａ失敗に対する柔軟性 
  

Ｃ方略志向 
  

Ｂ思考過程 
の重視 

  

Ｄ意味理解 
志向 

  

 ２１点 ⇒ １７点 

 １８点 ⇒ １９点 

 １９点 ⇒ １８点  １５点 ⇒ １７点 

生徒の変容（全体） 

失敗から改善を図る・成長する力 
答えよりも考え方を重視 

暗記ではなく意味を理解する 
学び方を工夫する 

※やや低下 

※やや上昇 



生徒の変容（継続的に授業した「世界史Ａ」のクラス） 

前期中間     前期期末     後期中間 

ペーパーテスト（定期考査）の平均点の推移 

54.1 
（平均点） 

54.0 
（平均点） 

59.5 
（平均点） 

世界史の学習時間は増えたと思うか 



生徒の変容（継続的に授業した「世界史Ａ」のクラス） 

５
教
科
（
国
語
・
地
歴
公
民
・
数
学
・ 

理
科
・
外
国
語
）
す
べ
て
の
平
均 



生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 

世界史の授業を必修とすべきか 

世界史を学ぶことは好きか 



生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 

世界史は将来の仕事や生活に役に立つか 

世界史を学ぶことは大切か 



生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 

世界史と日本史との関連を学ぶことは大切だと思う 

世界史の授業を意欲的に取り組んでいると思う 



生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 

世界史と日本史との関連を学ぶことは大切だと思う 

世界史の授業を意欲的に取り組んでいると思う 



生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 

世界史の家庭での学習時間が減った理由 

※複数回答可 



世界史の授業に意欲的でない理由 

※複数回答可 

生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 



自由記述（Ａ→世界史を学ぶ意義 Ｂ→授業への感想意見） 

生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 



自由記述（Ａ→世界史を学ぶ意義 Ｂ→授業への感想意見） 

生徒の変容（継続的に実施した「世界史Ａ」のクラス） 



①授業は概ね主体的・意欲的に取り組んでいるも  
 のの、内容理解・意味や意義を捉えさせること 
 については課題が残った（成果が出た生徒とそ 
 うでない生徒とで二極化した） 
  ⇒ 苦手意識を感じる生徒に対するアプローチ 
    ●年間指導計画と単元構想の見直し 
    ●評価の工夫 
    ●学習活動のバランス 
 ②科目相互の連携を図る（＝習ったことどうしの 
 関連に気付く・意識する）ことで、社会的事象 
 への興味・関心や、課題追究意欲を高めさせる 
 ことができるのではないかと考える。 

今後の課題（次年度に向けて） 



今後の課題（次年度に向けて） 

【本校の教育課程（地理歴史）】 

世
界
史
Ａ 

１年次（必修）             ２年次（選択） 

日本史Ａ 

地  理  Ａ 

●「世界史Ａ」で培った歴史的な見方・考え方を活かした 

 「日本史Ａ」及び「地理Ａ」の授業実践 

● 地理科目と歴史科目との関連付け 



平成２８・２９年度 国立教育政策研究所 
「教育課程研究指定校事業（地理歴史）」研究協議会 

地理歴史科の 

科目相互の連携を図った 

授業実践の研究 

◇日時◇ 平成２９年２月９日（木） 
◇会場◇ ビジョンセンター東京 

北海道伊達緑丘高等学校 

ご清聴ありがとう 
    ございました 


